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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞接着分子結合活性、タンパク質チロシンホスファターゼ活性、およびシグナル伝達受容体結合活性を可能にします。軟骨細胞分化の負の制御、サイトカイン産生の正の制御、および骨化の正の制御に関与します。細胞表面受容体シグナル伝達経路、骨髄細胞分化、およびホルモン分泌の調節を含むいくつかのプロセスの上流または内部で作用します。ミトコンドリア、細胞膜ラフト、およびストレスファイバーを含むいくつかの細胞成分に位置すると予測されています。タンパク質含有複合体の一部であると予測されています。消化器系、脳、泌尿生殖器系、血リンパ系腺、および肝臓および胆道系を含むいくつかの構造で発現します。ヌーナン症候群 1、多発性黒子を伴うヌーナン症候群、肝細胞腺腫、内因性心筋症 (多発性)、および若年性骨髄単球性白血病を含むいくつかの疾患の研究に使用されます。この遺伝子のヒト相同遺伝子は、ヌーナン症候群（多発性）、多発性黒子1型を伴うヌーナン症候群、萎縮性胃炎、若年性骨髄単球性白血病、中軟骨腫症など、複数の疾患に関与することが示唆されている。ヒトPTPN11（タンパク質チロシンホスファターゼ非受容体型11）と相同性がある。[Alliance of Genome Resources提供、2022年4月]
	研究分野
	-
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	SHP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、HeLa、HepG2 細胞およびラットの脾臓、マウスの筋肉組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

